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1 ，はじめに
P 1 C CPeripheral Interface Controller ) は Microchip Technology 社が開発したワンチ ップのマイクロコ
ントローラであり、工業用機器、 OA機器、家電製品、玩具などに組込まれ、簡単な制御などに使用されている
本研修ではP1Cのハードウェア・ソフトウェアの基礎技術を修得し、応用について考えることを目的とした
なお、 P1Cには機能、用途によって多くの種類があるが、本研修では一般的な PIC16F84A を使用し、応用回路
として赤外線リモコンカーを製作した心
2 , P 1 C16F84Aの仕様とピン配列
命令数 : 35、 全ての命令は 1 ワ ード(14ピット)
命令サイクル : 1 、ただし分岐命令は2命令サイクル
プログラムメモリ: 1 K ワード Flash/ROM
データ SRAM : 68バイト
データ EEPROM : 64バイト
データパス :8 ピット 1隔
特殊機能 レ ジ スタ: 15 
スタック
割込ソース












: 13、 巌大シンク電流25mA. ソース屯流20mA
: 2, OV to 6, OV 



















: PORT A 入出力端子、ただし、 RA4はタイマクロ ック入力として選択可能
: PORT 8 /) 、ただし、 RBOは外部割込み端子として選択可能
:マスタークリア、アクティブLOW、常H寺はHIGHとする
オ シ レータ端子、 ただし、外部クロック使用可
: 電源端子+
:電源端子一 ( グランド)
3 , P 1 Cの特徴
PICは命令のピット幅により、 12ピット 1隔のローレンジ、 14ピット幅のミッドレンジ、 16ピット l隔のハイエ
ン ドに分刻される 、 今回使用したPI C16F84Aは ミッドレンジに属するもので、 プログラムメモリは電気的に消去、
再書き込みのでき る フラッシュメモリ を採用し、データメモ リとしてSRAMのほかにデータ保存用のEEPROMがある
アーキテクチャの特徴としては、 一般のCPUで係川されているフォ ン・ノイマン型ではなく 、 メモりがプロ
グラム川とデータ用に分かれているハーバードアー キテ クチャをばUtJしている 、 これにより、命令のビ ット民を
任誌にすることができ、すべての命令を 1 ワ ー ドで椛成することができるR 1 S C CReduced Instruction' Set C 
ompute r)構造のCPU となっているu ま た、命令の実行と次命令のフェッチを 1 命令サイクルで問H寺に行うパイ
プライン方式を採用するなど高速処理化が計 られている
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赤外線 リモコンの送受信機は一般に専用 1 C を使用するが、ここでは双方ともPICを使用している
赤外線リモコンの通信方式はテレビリモコン方式とし、通信速度: 600μSEC/ lbit、変調周波数: 37. 9kHzのプ
ログラム制御となっており、スイッチに対応したブォーマットデータを出力している ν なお、 赤外線LEDのド
ライブは出力ピンを 3個並列に接続し、約70mAのパルス電流を流している U
赤外線受信側のモータ制御は専用 1 C 、 TA7289Pを使用してPWM変調方式とし、プログラムの負担を軽くした
モータの正転、逆転、ストップの制御は 1 nA、 1nBの入力で決定される 。 速度はDA3~DAOのデータにより 16段階に
変速でき、 VRはモータ電流を制限するものである υ スイッチとリモコンカーの動作は次のようになっている 、
SW1 : スト ッ7 ・ SW4 :機能なし SW7 : {:-列方向転換
SW2 :モータ1スピード 7げ SW5 :モータ2スピード 7 '~ 7 ' SW8 : {:ータ2方向転換
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